
広報まえばし　平成21年11月１日号 67

  問い合わせは
 　 　市民課　☎898−6254
 　　 前橋社会保険事務所　☎231−1706

　11月９日㈪から15日㈰まで秋の火災予防運動を実施。火災の発
生しやすいこの時季、一人一人が防火について考え、大切な命と財
産を火災から守りましょう。
■住宅火災を防ぎ、命を守る７つのポイント
●３つの習慣
①寝たばこは絶対にしない。
②ストーブは燃えやすい物から離れた位置で使用する。
③ガスこんろなどのそばを離れるときは必ず火を消す。
●４つの対策
①逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
②寝具や衣類、カーテンからの火災を防ぐため、防炎品を使用する。
③火災を小さいうちに消すため、住宅用消火器などを設置する。
④お年寄りや身体の不自由な人を守るため、隣近所の協力体制をつ

くる。
■住宅用火災警報器の設置は市民の義務です
●確認して「ＮＳマーク」
　すべての住宅に住宅用火災警報器の設置が義務化されました。火
災を音声で知らせるこの警報器は、国の基準に適合した「ＮＳマー
ク」の付いた警報器を選びましょう。防災用品を取り扱う販売店や
ホームセンターなどで購入できます。
●悪質な訪問販売に注意
　「点検」と言って勝手に部屋へ上がり物色するなど、住宅用火災警

報器の悪質な訪問販売による被害が発生しています。消防署員や消
防団員が消火器や住宅用火災警報器などを直接販売することはあ
りません。なお、悪質な訪問販売の被害に遭ってしまったら、消費生
活センターや、最寄りの消防署へ相談してください。
■消防について楽しく学ぼう
●消防ふれあい広場
　煙・初期消火体験やミニ消防車の乗車、キーホルダー作製、幼年消
防服試着、消防自動車見学などを行います。
日時＝①11月７日㈯午前９時30分～11時30分②11月15日㈰午
前９時～11時30分
会場＝①は前橋合同庁舎（上細井町）②は消防局
●防火ポスターの入賞作品展
　本市の小中学生が描いた防火ポスターの入賞作品45点を展示。
期日＝11月９日㈪～19日㈭
会場＝けやきウォーク前橋（文京町二丁目）
■地域で取り組む放火防止
　次の点に注意して放火されにくい環境をつくりましょう。
①家の周りに燃えやすい物を置かない。
②ごみは指定された日時に出す。
③物置や車庫には鍵を掛ける。
④夜間は家の周りを明るくする。
⑤隣近所と協力し合って放火防止に取り組む。

　11月は「ねんきん月間」。この機会に身近で大切な年金について
考えてみませんか。
■年金は世代と世代の支え合い
　国民年金は働く世代が高齢者世代を支える世代間扶養。働く世
代が負担する保険料が高齢者の収入（年金給付）になります。保険
料は加入者の年齢・性別・所得に関係なく一律で、来年３月までは
１万4,660円です。
■国が給付の一部を負担
　国民年金は生涯にわたり受け取ることができます。基礎年金の
給付に必要な費用の２分の１が、国の負担で賄われています。

■不測の事態にあなたを支える
　病気やけがで働けなくなったときや一家の支え手が亡くなった
ときに、障害基礎年金や遺族基礎年金があなたやあなたの家族を
支えます。
■忘れずに納付しよう
　これらの利点を受けるためには保険料を納めていることが必
要。保険料は金融機関やコンビニで直接納められるほか、口座振
替、クレジットカード、インターネット、携帯電話などで納付でき
ます。経済的に納めることが難しい人には免除になる制度があり
ますので相談を。

３つの基礎年金があなたをサポート
種類 対象 受給額

老齢基礎
年金

国民年金保険料を納めた期間（保険料免除期間を含む）が、25年以上ある人が65歳
から一生涯受けられます。

79万2,100円（平成21年度　満額)

障害基礎
年金

初診日（病気やケガで初めて医師の診療を受けた日）に国民年金に加入していた人
(20歳前や60歳以上65歳未満の人を含む)が、一定の障害の状態になったときに
受けられます。

（１級）　　 99万100円(平成21年度　定額） 
（２級）　 79万2,100円(　　　　〃　　　 ）

遺族基礎
年金

国民年金加入中に死亡または老齢基礎年金を受ける資格期間を満たした人が死亡
したときに、その人に生計を維持されていた子のある妻、または子に支給されま
す。

子のある妻      102万円(平成21年度） 
子のみ    79万2,100円(　　〃　　） 
※子が２人以上の場合には、さらに加算があ
　ります。

あなたを支える国民年金
必ず保険料を納めよう

国民年金の給付(受けられる資格があっても請求をしないと受給できません。詳細については問い合わせてください。)

※障害基礎年金や遺族基礎年金を受けるためには、初診日や死亡日の属する月の前々月までの公的年金加入期間のうち、納付または免除期間が３分の２以上あること、また
は直近１年間に未納がないことが必要。

消えるまで　ゆっくり火の元　にらめっ子　

秋の火災予防運動を実施します 　問い合わせは　消防局予防課　☎220−4507
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対　象　者 資格証明に必要な書類

優先接種
対象者

①基礎疾患がある人
優先接種対象者証明書
(かかりつけ医で接種する場合は不要)

②妊婦 母子健康手帳
③１歳から小３に相当する年齢の人 母子健康手帳か保険証
④１歳未満児の保護者 母子健康手帳、保険証か住民票
⑤優先接種者のうち予防接種が受けられ

ない人の保護者など
優先接種者の優先接種対象者証明書、保
険証か住民票など世帯の確認できる書類

その他
⑥小４から高校生に相当する年齢の人

保険証など年齢の確認できる書類
⑦65歳以上の人

接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

10月

小４～小６
１歳未満児などの保護者

小１～小３
幼児(１歳～就学前)

基礎疾患(その他)
基礎疾患(最優先)
妊婦

国内産ワクチン
輸入ワクチン

医療従事者

11月 12月 １月 ２月 ３月

中学生、高校生、65歳以上の人に順次接種輸入ワクチンであれば接種可能

※上記以外の人に対する接種については、上記の人への接種状況を踏まえ対応します。
※｢基礎疾患(最優先)｣とは、特に重症化リスクが高い人として、一定の基準に該当するものと医師が判断した人

表１

■接種までの流れ

※接種費用負担軽減対象者は、このほかに軽減対象者の確認書が必要です。

③接種の予約
　接種ができる医療機関で予約して
ください。併せて接種の際の注意点
などの確認を。

④接種の実施
　診察後接種を行います。受診日の
体調によってはその日に接種できな
い場合もあります。ワクチンの接種
後、気になる症状が出たり、長引いた
りする場合は接種した医療機関へ相
談してください。

②接種に必要な書類の用意
　接種を受ける際には優先接種者で
あることを証明する書類が必要で
す。(表２のとおり)

①スケジュールと接種場所の確認
　自分が優先接種者に該当するか確
認し、接種できる医療機関を確認。

表２
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